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１．地方公会計の整備促進について 

地方公共団体の会計は、国の会計と同じく、住民から徴収された税財源の配分を、議会に

おける議決を経た予算を通じて事前の統制下で行うという点で、営利を目的とする企業会

計とは根本的に異なっています。すなわち、税金を活動資源とする地方公共団体の活動は、

住民福祉の増進等を目的としており、予算の議決を通して、議会による民主的統制の下に置

かれています。そのため、地方公共団体の会計は、予算の適正・確実な執行に資する観点か

ら、現金の授受の事実を重視する現金主義会計が採用されています。 

 

その一方で、地方公共団体の厳しい財政状況の中で、財政の透明性を高め、住民に対する

説明責任をより適切に果たし、財政の効率化・適正化を図るため、従来からの現金主義・単

式簿記による予算・決算制度に加えて、発生主義・複式簿記といった企業会計的手法を活用

した財務書類（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書及び資金収支計算書）の

開示が推進されています。 

 

島田市では、平成 20年度決算から財務書類を作成し、市広報紙及び市ホームページで毎

年度公開してきました。 

平成 27年度決算までは、総務省が定める基準の１つである「総務省方式改訂モデル」に

より、決算統計等のデータの積み上げを変換する形式で財務書類を作成してきました。平成

28 年度決算からは「統一的な基準」により、自治体が保有する固定資産のたな卸しを実施

して作成した「固定資産台帳」を基に、財務書類を作成することとなりました。 

 

これにより、現金主義会計では見えにくかったコスト情報やストック情報を把握するこ

とで、中長期的な財政運営への活用が期待できることや、発生主義に基づく財務書類を現行

の現金主義会計による決算情報等と対比させて見ることにより、財務情報の内容について

の理解が深まるものと考えられます。 
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２．財務書類の構成要素 

(１)資産 

資産には、「自治体が住民サービスを提供するために使用するもの」と、「将来、自治体に

資金流入をもたらすもの」があります。 

固定資産の表示について、総務省方式改訂モデルでは、「生活インフラ・国土保全、教育、

福祉」など行政目的別に表していたのに対し、統一的な基準では「土地、建物」などの形態

別に表します。 

 

(２)負債 

負債とは、将来支払わなければならないもので、支払い義務の履行により自治体から資金

流出をもたらすものをいいます。計上される主なものには地方債があります。公共資産など

住民サービスを提供するための財産の財源とみた場合、将来世代が負担する部分とみるこ

とができます。 

 

(３)純資産 

純資産とは、資産と負債の差であり、正味の資産を表します。負債同様に、住民サービス

を提供するための財産の財源とみた場合、現在までの世代が負担した部分といえます。 

 

(４)費用 

費用とは、期中の活動のための費消であって、資産の流出や減損、負債の発生の形による

経済的便益やサービス提供能力の減少を表すものであり、純資産の減少原因をいいます。 

 

(５)収益 

収益とは、期中における活動の成果であって、資産の流入や増加、負債の減少の形による

経済的便益やサービス提供能力の増加を表すものであり、純資産の増加原因をいいます。  
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３．財務書類の作成について 

３．１．財務書類の体系 

財務書類の体系は、貸借対照表(BS)、行政コスト計算書(PL)、純資産変動計算書(NW)、資

金収支計算書(CF)及びこれらの財務書類に関連する事項についての附属明細書とします。 

 

貸借対照表 

(BS) 
 

行政コスト計算書

(PL) 
 
純資産変動計算書 

(NW) 
 

資金収支計算書 

(CF) 

借方 貸方  借方 貸方  借方 貸方  借方 貸方 

資産 

(うち 

資金) 

負債  費用 収益  財源の 

減少 

(うち純行

政コスト) 

財源の 

増加 

 現金の 

増加 

現金の 

減少 

 純行政 

コスト 

  

     

純資産     期末残高  期末残高 

 

３．２．作成単位 

作成単位は、一般会計等を基礎とし、さらに一般会計等に地方公営事業会計を加えた全体

財務書類、全体財務書類に地方公共団体の関連団体を加えた連結財務書類とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 連結財務書類 

・駿遠学園 

・大井上水道企業団 

・大井川広域水道企業団 

・後期高齢者医療広域連合 

・地方税滞納整理機構 

・土地開発公社 

・川根温泉 

② 全体財務書類 

・国民健康保険事業特別会計 

・介護保険事業特別会計 

・介護サービス事業特別会計 

・後期高齢者医療事業特別会計 

・水道事業会計 

・病院事業会計 

・公共下水道事業会計 

 

 

・一般会計 

・土地取得事業特別会計 

・休日急患診療事業特別会計 

①一般会計等財務書類 
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※ 公共下水道事業特別会計及び簡易水道事業特別会計については、地方公営企業法の適

用化完了に伴い、令和２年度より全体会計及び連結会計の範囲としています。 

 

 

３．３．会計処理 

 現行の財務会計システムから歳入・歳出データを取得し、これを一括して複式仕訳に変換

する期末一括仕訳を採用します。 

 

 

３．４．作成基準日 

 財務書類の作成基準日は、会計年度末（３月 31日）とします。ただし、出納整理期間中

の現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数とします。 

 

 

３．５．貸借対照表 

貸借対照表は、基準日時点における地方公共団体の財政状態（資産・負債・純資産の残高

及び内訳）を明らかにすることを目的として作成し、「資産の部」、「負債の部」及び「純資

産の部」に区分して表示します。主な記載項目（内容）は次のとおりです。 

３．５．１．固定資産 

固定資産は、「有形固定資産」、「無形固定資産」及び「投資その他の資産」に分類して表

示します。 

（１）有形固定資産 

有形固定資産は、「事業用資産」、「インフラ資産」及び「物品」に分類して表示します。 

①事業用資産 

「土地」、「建物」、「工作物」、「その他」及び「建設仮勘定」の表示科目を用います。 

②インフラ資産は、その種類ごとに表示科目を設けて計上します。具体的には、「土地」、 

「建物」、「工作物」、「その他」及び「建設仮勘定」の表示科目を用います。 
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③物品 

地方自治法第 239 条第 1 項に規定するもので、原則として取得価額又は見積価格が  

50万円（美術品は 300万円）以上の場合に資産として計上します。 

 

（２）無形固定資産 

表示を省略した内訳として、電算システムなどの「ソフトウェア」があります。 

 

（３）投資その他の資産 

表示を省略した内訳として、「投資及び出資金」、「長期延滞債権」、「長期貸付金」、「基金」

などがあります。 

①投資及び出資金 

「有価証券」、「出資金」などの合計です。 

②長期延滞債権 

滞納繰越調定収入未済の収益及び財源をいいます。 

③長期貸付金 

地方自治法第 240 条第１項に規定する債権である貸付金（以下「貸付金」といいま

す。）のうち、流動資産に区分されるもの以外のものをいいます。 

④基金 

基金のうち流動資産に区分されるもの以外のものをいいます。基本的には、現金又は

債券で保有しています。 

３．５．２．流動資産 

流動資産は、「現金預金」、「未収金」、「短期貸付金」、「基金」、「棚卸資産」、「その他」 

及び「徴収不能引当金」に分類して表示します。 

（１）現金預金 

現金（手許現金、当座預金など）及び現金同等物から構成されます。このうち現金同等物

は、各地方公共団体が資金管理方針等で歳計現金等の保管方法として定めた預金等をい

います。なお、歳計外現金及びそれに対応する負債は、その残高を貸借対照表に計上しま

す。 

 

（２）未収金 

現年調定現年収入未済の収益及び財源をいいます。 

 

（３）短期貸付金 

貸付金のうち、翌年度に償還期限が到来するものをいいます。 
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（４）基金 

財政調整基金及び減債基金のうち流動資産に区分されるものをいいます。基本的には、現

金で保有しています。 

 

（５）棚卸資産 

売却を目的として保有している資産をいいます。 

 

３．５．３．負債 

 負債の定義に該当するものについて、その形態を表す科目によって表示し、「固定負債」

及び「流動負債」に分類して表示します。 

（１）固定負債 

「地方債」、「退職手当引当金」及び「その他」に分類して表示します。 

①地方債 

地方公共団体が発行した地方債のうち、償還予定が１年を超えるものをいいます。 

②退職手当引当金 

期末において特別職を含む全職員が普通退職した場合の退職手当支給見込額をいい

ます。地方公共団体の財政健全化判断比率算定における、４⑤Ａ表の退職手当支給予

定額に係る負担見込額を計上します。 

 

（２）流動負債 

「１年内償還予定地方債」、「未払金」、「前受金」、「賞与等引当金」、「預り金」及び「その

他」に分類して表示します。 

①１年内償還予定地方債 

地方公共団体が発行した地方債のうち、償還予定が１年以内のものをいいます。 

②未払金 

基準日時点までに支払義務発生の原因が生じており、その金額が確定又は合理的に

見積もることができるものをいいます。 

③前受金 

基準日時点において、代金の納入は受けているが、これに対する義務の履行を行って

いないものをいいます。 

④賞与等引当金 

基準日時点までの期間に対応する期末手当・勤勉手当及び法定福利費を計上します。 

⑤預り金 

基準日時点において、第三者から寄託された資産に係る見返負債をいいます。 
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３．５．４．純資産 

純資産の定義に該当するものについて、その内部構成を「固定資産等形成分」及び「余

剰分（不足分）」に区分して表示します。 

（１）固定資産形成分 

資産形成のために充当した資源の蓄積をいい、原則として金銭以外の形態（固定資産等）

で保有されます。 

 

（２）余剰分（不足分） 

地方公共団体の費消可能な資源の蓄積をいい、原則として金銭の形態で保有されます。 

 

３．６．行政コスト計算書 

 期中の地方公共団体の費用・収益の取引高を明らかにすることを目的とし、「経常費用」、

「経常収益」、「臨時損失」及び「臨時利益」に区分して表示します。 

３．６．１．経常費用 

 費用の定義に該当するもののうち、毎会計年度、経常的に発生するものをいい、「業務費

用」及び「移転費用」に分類して表示します。 

（１）業務費用 

「人件費」、「物件費等」及び「その他の業務費用」に分類して表示します。 

①人件費 

「職員給与費」、「賞与等引当金繰入額」、「退職手当引当金繰入額」及び「その他」

に分類して表示します。 

②物件費等 

「物件費」、「維持補修費」、「減価償却費」及び「その他」に分類して表示します。 

③その他の業務費用 

「支払利息」、「徴収不能引当金繰入額」及び「その他」に分類して表示します。 

 

（２）移転費用 

「補助金等」、「社会保障給付」、「他会計への繰出金」及び「その他」に分類して表

示します。 

①補助金等 

政策目的による補助金等をいいます。 
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②社会保障給付 

社会保障給付としての扶助費等をいいます。 

③他会計への繰出金 

地方公営事業会計に対する繰出金をいいます。 

３．６．２．経常収益 

 収益の定義に該当するもののうち、毎会計年度、経常的に発生するものをいい、表示を

省略した内訳として「使用料及び手数料」と「その他」があります。 

（１）使用料及び手数料 

地方公共団体がその活動として一定の財・サービスを提供する場合に、当該財・サービ

スの対価として使用料・手数料の形態で徴収する金銭をいいます。 

 

（２）その他 

上記以外の経常収益をいいます。 

３．６．３．臨時損失 

費用の定義に該当するもののうち、臨時に発生するものをいい、「災害復旧事業費」、

「資産除売却損」及び「その他」に分類して表示します。 

（１）災害復旧事業費 

災害復旧に関する費用をいいます。 

 

（２）資産除売却損 

資産の売却による収入が帳簿価額を下回る場合の差額及び除却した資産の除却時の帳簿

価額をいいます。 

３．６．４．臨時利益 

 収益の定義に該当するもののうち、臨時に発生するものをいい、表示を省略した内訳と

して「資産売却益」と「その他」があります。 

（１）資産売却益 

資産の売却による収入が帳簿価額を上回る場合の差額をいいます。 

 

（２）その他 

上記以外の臨時利益をいいます。 
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３．７．純資産変動計算書 

 会計期間中の地方公共団体の純資産の変動、すなわち政策形成上の意思決定又はその他

の事象による純資産及びその内部構成の変動（その他の純資産減少原因・財源及びその他

の純資産増加原因の取引高）を明らかにすることを目的とし、「純行政コスト」、「財

源」、「固定資産等の変動（内部変動）」、「資産評価差額」、「無償所管換等」などに

区分して表示します。 

 

３．７．１．純行政コスト 

行政コスト計算書の収支の結果である純行政コストを計上します。 

３．７．２．財源 

「税収等」及び「国県等補助金」に分類して表示します。 

（１）税収等 

地方税、地方交付税、地方譲与税等をいいます。 

 

（２）国県等補助金 

国庫支出金、都道府県支出金等をいいます。 

３．７．３．固定資産等の変動（内部変動） 

 「有形固定資産等の増加」、「有形固定資産等の減少」、「貸付金・基金等の増加」及

び「貸付金・基金等の減少」に分類して表示します。 

（１）有形固定資産等の増加 

有形固定資産及び無形固定資産の形成による保有資産の増加額や、有形固定資産及び無

形固定資産の形成のために支出（又は支出が確定）した金額をいいます。 

 

（２）有形固定資産等の減少 

有形固定資産及び無形固定資産の減価償却費相当額や、除売却による減少額、有形固定

資産及び無形固定資産の売却収入（元本分）、除却相当額及び自己金融効果を伴う減価

償却費相当額をいいます。 
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（３）貸付金・基金等の増加 

貸付金・基金等の形成による保有資産の増加額又は新たな貸付金・基金等のために支出

した金額をいいます。 

 

（４）貸付金・基金等の減少 

貸付金の償還及び基金の取崩等による減少額又は貸付金の償還収入及び基金の取崩収入

相当額等をいいます。 

３．７．４．資産評価差額 

 有価証券等の評価差額をいいます。 

３．７．５．無償所管換等 

 無償で譲渡または取得した固定資産の評価額等をいいます。 

 

３．８．資金収支計算書 

 地方公共団体の資金収支の状態、すなわち地方公共団体の内部者（首長、議会、補助機

関等）の活動に伴う資金利用状況及び資金獲得能力を明らかにすることを目的とし、「業

務活動収支」、「投資活動収支」及び「財務活動収支」の三区分により表示します。 

３．８．１．業務活動収支 

「業務支出」、「業務収入」、「臨時支出」及び「臨時収入」に分類して表示します。 

（１）業務支出 

「業務費用支出」及び「移転費用支出」に分類して表示します。 

 

（２）業務収入 

表示を省略した内訳として、「税収等収入」、「国県等補助金収入」、「使用料及び手

数料収入」及び「その他の収入」があります。 

 

（３）臨時支出 

 表示を省略した内訳として、「災害復旧事業費支出」及び「その他の支出」があります。 
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（４）臨時収入 

 臨時にあった収入をいいます。 

３．８．２．投資活動収支 

 「投資活動支出」及び「投資活動収入」に分類して表示します。 

（１）投資活動支出 

「公共施設等整備費支出」、「基金積立金支出」、「投資及び出資金支出」及び「その

他の支出」に分類して表示します。 

 

（２）投資活動収入 

表示を省略した内訳として、「国県等補助金収入」、「基金取崩収入」、「貸付金元金

回収収入」、「資産売却収入」及び「その他の収入」があります。 

３．８．３．財務活動収支 

「財務活動支出」及び「財務活動収入」に分類して表示します。 

（１）財務活動支出 

表示を省略した内訳として、「地方債償還支出」及び「その他の支出」があります。 

 

（２）財務活動収入 

表示を省略した内訳として、「地方債発行収入」及び「その他の収入」があります。 
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４．財務４表分析 

４．１．一般会計等 

貸借対照表(BS) 一般会計等 
  

（単位：千円） 

科目名 金額 構成比 科目名 金額 構成比 

【資産の部】 

  

【負債の部】 

  

  固定資産 240,599,570 96.60%   固定負債 46,276,199 89.50% 

    有形固定資産 209,897,017 84.30%     地方債 39,500,275 76.40% 

      事業用資産 95,943,029 38.50%     退職手当引当金 4,972,727 9.60% 

        土地 53,769,412 21.60%     その他 1,803,197 3.50% 

        建物 39,231,539 15.70%   流動負債 5,444,275 10.50% 

        工作物 2,707,650 1.10%     １年内償還予定地方債 4,058,041 7.80% 

        その他 33,703 0.00%     賞与等引当金 414,955 0.80% 

        建設仮勘定 200,725 0.10%     預り金 732,361 1.40% 

      インフラ資産 112,546,382 45.20%     その他 238,919 0.50% 

        土地 40,795,999 16.40% 負債合計 51,720,474 100.00% 

        建物 153,749 0.10% 【純資産の部】   

        工作物 68,864,675 27.60%   固定資産等形成分 246,988,867 - 

        建設仮勘定 2,731,958 1.10%   余剰分（不足分） △ 49,577,932 - 

      物品 1,407,606 0.006    

    無形固定資産 207,003 0.10%    

    投資その他の資産 30,495,550 12.20%    

  流動資産 8,531,839 3.40%    

    現金預金 2,055,361 0.80%    

    未収金 87,498 0.00%    

 0 0.00%    

    基金 6,389,297 2.60%      

    徴収不能引当金 △ 316 0.00% 純資産合計 197,410,936 79.20% 

資産合計 249,131,410 100.00% 負債及び純資産合計 249,131,410 100.00% 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 
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（１）資産の部 

①固定資産 

島田市の一般会計等における資産の合計は2,491億円で、その内訳の多くは固定資産

の2,405億円で構成されています。（住民一人あたり資産総額 約262万円） 

また、固定資産のうち、事業用資産が959億円、インフラ資産が1,125億円で大部分を

占めています。 

 

 

 

②流動資産 

流動資産は85億円で、その内訳は基金の64億円、現金預金の20億円が主な部分を占め

ています。 

 

（２）負債の部 

①固定負債 

負債総額のうち、固定負債が463億円を占めており、その内訳の多くは地方債の395億

円で大部分を占めています。 

②流動負債 

流動負債54億円のうち、１年内償還予定地方債の41億円が大部分を占めています。 

また、歳計外としての預り金7.3億円も流動負債として計上されています。 

（住民一人あたり負債総額 約54万円） 

 

 

 

事業用資産

959億円

39.9%

インフラ資産

1125億円

46.8%

物品

14億円

0.6%

無形固定資産

2億円

0.1%

投資その他の資産

305億円

12.7%

固定資産内訳

固定資産

2,405 億円 
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（３）現状分析 

 ①純資産比率 

世代間の公平性を示す純資産比率は79.20％となっており、この比率が高いほど、こ

れまでの世代及び現役世代で負担したことになり、将来世代への先送りが少ないといえ

ます。 

 

※純資産比率＝純資産／資産合計 

 

②資産老朽化比率 

固定資産が多いということは、今後維持管理していかなくてはならない資産が多いこ

とを意味し、償却資産については、当年度の資産の目減り分である減価償却費が計上さ

れるため、行政コストの増加原因となります。各市町村に共通している事項として、固

定資産のうち、道路、橋りょう、河川、水路などはインフラ資産として区分され、経済

的な取引に馴染まない制約を受けた固定資産であると認識されています。 

こうしたインフラ資産の構成比が高い場合には、複合化や売却処理等が困難であるた

め、資産や負債の整理をしようとする際には高いハードルがあるといえます。 

一般会計等において、取得価格に対して減価償却累計額が占める割合を示した資産老朽

化比率は66.16％となっており、資産の取得が行われた関係で若干前年よりも減少しま

した。 

 

※資産老朽化比率（有形固定資産減価償却率） 

＝減価償却累計額／償却資産取得価額 

 

 ③主な増減理由 

令和５年度において、固定資産の部で、有形固定資産が前年度と比べて約16億円の増

加となっています。内訳として、減価償却により69億円、売却1億、費用科目への振替

等2億などで72億円の減少の一方、新たな公共投資で72億円拠出しています。庁舎建設

や、小学校への投資が割合を大きく占めています。また、金谷新施設や照明設備のリー

ス資産の計上も資産を増加させています。金融資産的な、「投資その他の資産」は、公

営企業への出資による6億円の増加の一方で、基金をほぼ同額取り崩している為に増減

に大きな影響はありませんでした。 

流動資産の部では、現金預金等が前年同様約３億円減少してるのが特徴です。 

資産総額では、固定資産の増加が影響し、13億円の増加となっています。 

 

  負債の部では、総額で 20億円増加しています。増加の要因は、リース資産等の増加で

13 億、地方債で 5 億円の増加が主なものとなり、加えて退職手当引当金等も増加してい

ます。 
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行政コスト計算書(PL)  一般会計等 
 

（単位：千円） 

科目名 金額 

  経常費用 39,038,191 

    業務費用 23,018,573 

      人件費 6,063,771 

        職員給与費 4,349,958 

        賞与等引当金繰入額 414,955 

        退職手当引当金繰入額 433,091 

        その他 865,767 

      物件費等 16,588,917 

        物件費 8,925,729 

        維持補修費 738,229 

        減価償却費 6,924,960 

      その他の業務費用 365,884 

        支払利息 167,227 

    徴収不能引当金繰入額 14,838 

        その他 183,819 

    移転費用 16,019,618 

      補助金等 5,143,577 

      社会保障給付 8,495,282 

      他会計への繰出金 

 

2,344,423 

      その他 36,336 

  経常収益  

純経常行政コスト 1,698,071 

  臨時損失 37,340,119 

    災害復旧事業費 276,509 

    資産除売却損 206,222 

  その他 70,287 

 臨時利益  

純行政コスト 19,499 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 
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（１）業務費用 

人件費のうち職員給与費は、市の職員給与、福利厚生費などのコストで、議員報酬や講

演会の講師謝礼、各組織の委員報酬などはその他に含まれます。退職手当引当金繰入額は、

退職手当が一定の期間にわたり労働を提供したことなどの事由に基づき支払われる対価

（通常勤務のコスト）と考えて、毎年度必要な額（発生した費用）を引き当てます。一方、

実際の退職金の支払いは、この引当金から支払われたと考えて、新たな費用は発生させま

せん。 

物件費は、委託料や消耗品費といった消費的性質の費用です。維持補修費と減価償却費

は、固定資産に関する費用です。維持補修費は、固定資産が目的とした機能を果たしてい

けるように行った修繕の費用です。減価償却費は、一括で購入した固定資産の費用（取得

原価）を、耐用年数に応じて各期に配分したものです。 

  その他の業務費用は、主に地方債の利子です。 

 

（２）移転費用 

補助金等は、市が直接サービスを行う費用でなく、市の外部の事業への負担金など、市

を通じて各所へ移転した金額です。社会保障給付は、法令で定められているものであり、

財源には国庫支出金などが充てられています。 

 

（３）経常収益 

経常収益は、主に施設の使用料や各種手続きの手数料などの収入です。 

 

（４）臨時損失、臨時利益 

臨時損失及び臨時利益は、資産の売却損益など、経常的ではない臨時の損益を表します。 

 

（５）住民一人あたりコスト（一般会計等） 

住民一人あたり業務費用 242千円 

住民一人あたり人件費 64千円 

住民一人あたり物件費等 174千円 

住民一人あたりその他の業務費用 4千円 

住民一人あたり移転費用 168千円 

住民一人あたり補助金等 54千円 

住民一人あたり社会保障給付 89千円 

住民一人あたり純経常行政コスト 392千円 

住民一人あたり純行政コスト 395千円 
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 （６）コスト分析 

経常費用は、市が直接的にサービスを提供するためのコストと、間接的に住民サービス

を提供するためのコストに分類されます。経常費用の内訳を見ますと、物件費等が42.5%

と大部分を占めており、次に社会保障給付の21.8%となります。 

令和５年度においては、経常費用の内、業務費用は前年から約5.5億円の減少に対して、

移転費用は約6.6億円の増加となり、結果として約1億円の増加となっています。 

 

 

  

経常費用の内、移転費用において社会的な情勢の影響によるところで、価格高騰に対す

る支援補助金や、扶助費の支出が前年よりも増加しています。 

一方、コストに対して諸収入に係る収益も増加している事で、経常収益が増加して純経

常行政コストは前年よりも減少しています。 

また、災害復旧費や資産の除売却損益等の臨時損益が減少した事もあり、行政コスト全

体でも、前年よりも減少する形となりました。 

  

人件費

61億円

15.5%

物件費等

166億円

42.5%

その他の業務費用

4億円

0.9%

補助金等

51億円

13.2%

社会保障給付

85億円

21.8%

他会計への繰出金

23億円

6.0%

その他

0億円

0.1%
経常費用内訳

経常費用 

390 億円 
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純資産変動計算書(NW)    一般会計等 
 

（単位：千円） 

科目名 合計 
固定資産等 

形成分 

余剰分 

(不足分) 

他団体 

出資等

分 

前年度末純資産残高 197,980,513 245,226,616 △ 47,246,104 - 

  純行政コスト（△） △ 37,597,129  △ 37,597,129 - 

  財源 37,027,751  37,027,751 - 

    税収等 26,306,364  26,306,364 - 

    国県等補助金 10,721,388  10,721,388 - 

  本年度差額 △ 569,378  △ 569,378 - 

  固定資産等の変動 

（内部変動） - 

 

1,762,451 

 

△ 1,762,451 - 

有形固定資産等の増加  8,830,079 △ 8,830,079  

    有形固定資産等の減少 - △ 7,184,537 7,184,537 - 

貸付金・基金等の増加  2,580,971 △ 2,580,971  

    貸付金・基金等の減少 - △ 2,464,062 2,464,062 - 

  資産評価差額 3,949 3,949  - 

  無償所管換等 △ 4,148 △ 4,148 0 - 

  本年度純資産変動額 △ 569,577 1,762,251 △ 2,331,828 - 

本年度末純資産残高 197,410,936 246,988,867 △ 49,577,932 - 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 

 

 

純資産変動計算書は、財政状態のフローを純資産（正味資産）の変動の視点から見たもの

です。純資産を増加させる主な要因は税収や国県からの補助金で、減少させる主な要因は純

行政コストです。 

令和５年度においては、純行政コストが前年よりも減少しています。また、一方で財源は

前年度よりも増加している事もあり、本年度差額はマイナスではありますが、前年度よりも

8億円ほど引き下げられている形となっています。 
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資金収支計算書(CF) 一般会計等 （単位：千円） 

科目名 金額 

【業務活動収支】   

  業務支出 31,731,084 

    業務費用支出 15,711,466 

    移転費用支出 16,019,618 

  業務収入 37,298,712 

  臨時支出 206,222 

  臨時収入 - 

業務活動収支 5,361,406 

【投資活動収支】  

  投資活動支出 9,677,305 

    公共施設等整備費支出 7,247,840 

    基金積立金支出 1,829,380 

    投資及び出資金支出 600,084 

  投資活動収入 3,728,456 

投資活動収支 △ 5,948,849 

【財務活動収支】  

  財務活動支出 4,548,998 

  財務活動収入 4,771,186 

財務活動収支 222,188 

本年度資金収支額 -365,255 

前年度末資金残高 1,688,255 

本年度末資金残高 1,323,000 

※本年度末資金残高には、歳計外現金は含まれていません。 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月 31 日の住民基本台帳（95,218 人）を基にしています。 
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（１）業務活動収支 

市において、経常的に行われる行政活動から発生した支出及び収入を表したものです。 

資産の形成に関係がなく、行政コストや純資産変動計算書では支出と考えられた資産

の目減り分（減価償却費）は、現金の流出を伴っていないため含まれません。このため、

業務活動収支は、多くの場合はプラスになります。 

 

（２）投資活動収支 

固定資産の取得等に係る支出と、その財源の収入を表したものです。固定資産形成に充

当された補助金収入や資産売却収入と、固定資産形成のための支出との差額であるため、

多くの場合はマイナスになります。 

 

（３）財務活動収支 

他会計や民間等への出資や貸付け、あるいは地方債の償還などの支出と、その財源とし

ての国県補助金や貸付金の回収等の収入を表したものです。借入による収入と償還によ

る支出との差額であるため、財務活動収支がマイナスであれば、借金が減っているといえ

ます。 

 

（４）資金収支分析 

資金収支の望ましい流れは、経常的収支で余った資金を公共施設整備などの投資に使

い、更に余った資金を負債の返済に充てることです。 

公共施設整備への投資は、次世代も便益を享受することから、起債（借金）をして負担

を将来世代に一部送ることは、必要な対応であると考えられます。 

しかし、人口減少が進行し、景気の先行きが不透明な昨今の情勢を鑑みると、税収が右

肩上がりで増えていくことは考えにくく、プライマリーバランスの均衡を目標としたい

ところです。 

なお、令和５年度におけるプライマリーバランスは、約9億円の赤字となりました。 

 

※基礎的財政収支（プライマリーバランス） 

＝業務活動収支（支払利息支出を除く）＋投資活動収支（基金積立繰入を除く） 

＝5,361,406千円 ＋（167,227千円）＋ △5,948,849千円 ＋（△483,589千円） 

＝△903,805千円  
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４．２．全体会計 

貸借対照表(BS) 全体会計 
  

（単位：千円） 

科目名 金額 構成比 科目名 金額 構成比 

【資産の部】    【負債の部】 

  

  固定資産 265,191,465 94.20%   固定負債 74,761,907 89.70% 

    有形固定資産 252,083,866 89.50%     地方債 60,287,030 72.30% 

      事業用資産 114,638,110 40.70%     退職手当引当金 6,939,474 8.30% 

        土地 56,828,082 20.20%     その他 7,535,404 9.00% 

        建物 54,084,723 19.20%   流動負債 8,630,319 10.30% 

        工作物 3,489,847 1.20%     １年内償還予定地方債 5,399,139 6.50% 

        その他 34,734 0.00%     未払金 1,286,756 1.50% 

        建設仮勘定 200,725 0.10%     賞与等引当金 956,754 1.10% 

      インフラ資産 132,091,084 46.90%     預り金 748,751 0.90% 

        土地 41,158,034 14.60%     その他 238,919 0.30% 

        建物 804,582 0.30% 負債合計 83,392,226 100.00% 

        工作物 85,895,430 30.50% 【純資産の部】   

        その他 1,306,854 0.005   固定資産等形成分 271,580,761 - 

        建設仮勘定 2,926,185 1.00%   余剰分（不足分） △73,317,809 - 

      物品 5,354,671 1.90%    

    無形固定資産 233,299 0.10%    

    投資その他の資産 12,874,300 4.60%    

  流動資産 16,463,713 5.80%    

    現金預金 7,158,320 2.50%    

    未収金 2,735,505 1.00%    

  短期貸付金 0 0.00%    

    基金 6,389,297 2.30%    
 

    棚卸資産 163,781 0.001    
 

    その他 33,143 0.00%    
 

    徴収不能引当金 △ 16,333 0.00% 純資産合計 198,262,952 70.40% 

資産合計 281,655,178 100.00% 負債及び純資産合計 281,655,178 100.00% 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 
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（１）資産の部 

①固定資産 

島田市の全体会計における資産の合計は2,817億円で、その内訳の多くは固定資産の

2,652億円で構成されています。（住民一人あたり資産総額 約296万円） 

また、固定資産のうち、事業用資産が1,146億円、インフラ資産が1,321億円で大部分

を占めています。 

 

  

 

②流動資産 

流動資産は165億円で、その内訳は現金預金の72億円、基金の64億円、未収金の27億

円で大部分を占めています。 

 

（２）負債の部 

①固定負債 

負債総額のうち、固定負債が748億円を占めており、その主な内訳は、地方債の603億

円、退職手当引当金の70億円、その他75億円で構成されています。 

退職手当引当金には、病院事業会計で計上している20億円が含まれています。 

②流動負債 

流動負債86億円のうち、１年内償還予定地方債の54億円、未払金の13億円が計上され

ており、その他預り金等で構成されています。 

全体会計での未払金は、水道、病院、公共下水道事業会計のそれぞれの分が計上され

ています。 

（住民一人あたり負債総額 約88万円）  

事業用資産

1146億円

43.2%

インフラ資産

1321億円

49.8%

物品

54億円

2.0%

無形固定資産

1億円

0.0%

投資その他の資産

129億円

4.9%

固定資産内訳

固定資産

2,652億円
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（３）現状分析 

 ①純資産比率 

世代間の公平性を示す純資産比率は70.40％となっており、この比率が高いほど、こ

れまでの世代及び現役世代で負担したことになり、将来世代への先送りが少ないといえ

ます。 

全体会計では、純資産比率が低い水道事業会計及び病院事業会計、公共下水道事業会

計を連結しています。それら会計の比率が影響して一般会計等の数値から比率数値は減

少しています。 

 

※純資産比率＝純資産／資産合計 

 

 ②資産老朽化比率 

全体会計の範囲となると、病院や水道など生活と切り離しにくい資産を保有する事業

を含むことになります。人口規模や地理的要因、病院の有無等も含め、各市町村の固定

資産の構成内容に違いが表れてきます。 

全体会計において、取得価格に対して減価償却累計額が占める割合を示した資産老朽

化比率は61.21％となっています。数値としては、前年度よりも0.1％程度増加した数値

となっています。 

 

※資産老朽化比率（有形固定資産減価償却率） 

＝減価償却累計額／償却資産取得価額 

 

令和５年度の全体会計においては、資産全体で約22億円の減少となっています。 

主な要因は、病院事業会計での未払金の支払いに対する支出によって現金預金が大きく

減少した事によるもので、 一般会計等での増加分も飲み込む形となっています。 
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行政コスト計算書(PL)  全体会計 
 

（単位：千円） 

科目名 金額 

  経常費用 72,166,999 

    業務費用 41,683,080 

      人件費 14,320,965 

        職員給与費 11,673,764 

        賞与等引当金繰入額 956,039 

        退職手当引当金繰入額 581,673 

        その他 1,109,489 

      物件費等 25,809,924 

        物件費 15,753,997 

        維持補修費 838,312 

        減価償却費 9,217,615 

      その他の業務費用 1,552,191 

        支払利息 321,278 

        徴収不能引当金繰入額 41,374 

        その他 1,189,539 

    移転費用 30,483,919 

      補助金等 21,922,617 

      社会保障給付 8,516,251 

      その他 45,051 

  経常収益 16,614,631 

純経常行政コスト 55,552,368 

  臨時損失 351,146 

    災害復旧事業費 206,222 

    資産除売却損 144,924 

  その他 19,520 

  臨時利益 19,520 

純行政コスト 55,883,994 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 
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（１）業務費用 

人件費のうち職員給与費は、市の職員給与、福利厚生費などのコストで、議員報酬や講

演会の講師謝礼、各組織の委員報酬などはその他に含まれます。退職手当引当金繰入額は、

退職手当が一定の期間にわたり労働を提供したことなどの事由に基づき支払われる対価

（通常勤務のコスト）と考えて、毎年度必要な額（発生した費用）を引き当てます。一方、

実際の退職金の支払いは、この引当金から支払われたと考えて、新たな費用は発生させま

せん。 

物件費は、委託料や消耗品費といった消費的性質の費用です。維持補修費と減価償却費

は、固定資産に関する費用です。維持補修費は、固定資産が目的とした機能を果たしてい

けるように行った修繕の費用です。減価償却費は、一括で購入した固定資産の費用（取得

原価）を、耐用年数に応じて各期に配分したものです。 

  その他の業務費用は、主に地方債の利子です。 

 

（２）移転費用 

補助金等は、市が直接サービスを行う費用でなく、市の外部の事業への負担金など、市

を通じて各所へ移転した金額です。社会保障給付は、法令で定められているものであり、

財源には国庫支出金などが充てられています。 

 

（３）経常収益 

経常収益は、主に施設の使用料や各種手続きの手数料などの収入です。 

 

（４）臨時損失、臨時利益 

臨時損失及び臨時利益は、資産の売却損益など、経常的ではない臨時の損益を表します。 

 

（５）住民一人あたりコスト（全体会計） 

住民一人あたり業務費用 438千円 

住民一人あたり人件費 150千円 

住民一人あたり物件費等 271千円 

住民一人あたりその他の業務費用 16千円 

住民一人あたり移転費用 320千円 

住民一人あたり補助金等 230千円 

住民一人あたり社会保障給付 89千円 

住民一人あたり純経常行政コスト 583千円 

住民一人あたり純行政コスト 587千円 

 

 

 



27 

 

 （６）コスト分析 

経常費用は、市が直接的にサービスを提供するためのコストと、間接的に住民サービス

を提供するためのコストに分類されます。経常費用の内訳を見ますと、当年度は物件費等

が35.8％と最も多く、次に補助金等の30.4％になります。 

全体会計では、国民健康保険事業特別会計、介護保険事業特別会計、後期高齢者医療事

業特別会計を含んでいるため、補助金等の割合が一般会計等よりも大きくなります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人件費

143億円
19.8%

物件費等

258億円
35.8%

その他の業務費用

16億円
2.2%

補助金等

219億円
30.4%

社会保障給付

85億円
11.8%

その他の移転費用

0億円
0.1%

経常費用 

721 億円 

経常費用内訳 



28 

 

純資産変動計算書(NW)  全体会計 
 

（単位：千円） 

科目名 合計 
固定資産等 

形成分 

余剰分 

(不足分) 

他団体 

出資等分 

前年度末純資産残高 200,138,385 270,932,766 △ 70,794,381 - 

  純行政コスト（△） 
△ 

55,883,994 

 △ 55,883,994 - 

  財源 54,008,761  54,008,761 - 

    税収等 33,450,774  33,450,774 - 

    国県等補助金 20,557,987  20,557,987 - 

  本年度差額 △ 1,875,233  △ 1,875,233 - 

  固定資産等の変動 

（内部変動） - 

 

648,195 

 

△ 648,195 - 

    有形固定資産等の増加 - 10,704,184 △ 10,704,184 - 

    有形固定資産等の減少 - △ 9,500,195 9,500,195 - 

    貸付金・基金等の増加 - 2,881,112 △ 2,881,112 - 

    貸付金・基金等の減少 - △ 3,436,906 3,436,906 - 

  資産評価差額 3,949 3,949  - 

  無償所管換等 △ 4,148 △ 4,148  - 

 その他 - - -  

  本年度純資産変動額 △ 1,875,432 647,996 △ 2,523,428 - 

本年度末純資産残高 198,262,952 271,580,762 △ 73,317,810 - 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 

 

 

純資産変動計算書は、財政状態のフローを純資産（正味資産）の変動の視点から見たもの

です。純資産を増加させる主な要因は税収や国県からの補助金で、減少させる主な要因は純

行政コストです。 

令和５年度において、全体会計の対象団体での本年度差額は、マイナスとなっています。

一般会計等のマイナス幅をさらに引き上げる形となっています。 

当年度は、病院事業会計での補助金等の財源の減少により、行政コストを賄う事が出来ず、

大きく影響しています。 
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資金収支計算書(CF)  全体会計 （単位：千円） 

科目名 金額 

【業務活動収支】   

  業務支出 62,431,614 

    業務費用支出 31,947,694 

    移転費用支出 30,483,919 

  業務収入 69,003,964 

  臨時支出 277,290 

  臨時収入 0 

業務活動収支 6,295,060 

【投資活動収支】  

  投資活動支出 13,396,386 

    公共施設等整備費支出 11,488,240 

    基金積立金支出 1,829,546 

  貸付金支出 78,600 

  投資活動収入 4,687,190 

投資活動収支 △ 8,709,196 

【財務活動収支】  

  財務活動支出 5,925,104 

  財務活動収入 6,265,386 

財務活動収支 340,282 

本年度資金収支額 -2,073,855 

前年度末資金残高 8,499,814 

本年度末資金残高 6,425,959 

※本年度末資金残高には、歳計外現金は含まれていません。 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月 31 日の住民基本台帳（95,218 人）を基にしています。 
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（１）業務活動収支 

市において、経常的に行われる行政活動から発生した支出及び収入を表したものです。 

資産の形成に関係がなく、行政コストや純資産変動計算書では支出と考えられた資産

の目減り分（減価償却費）は、現金の流出を伴っていないため含まれません。このため、

業務活動収支は、多くの場合はプラスになります。 

 

（２）投資活動収支 

固定資産の取得等に係る支出と、その財源の収入を表したものです。固定資産形成に充

当された補助金収入や資産売却収入と、固定資産形成のための支出との差額であるため、

多くの場合はマイナスになります。 

 

（３）財務活動収支 

他会計や民間等への出資や貸付け、あるいは地方債の償還などの支出と、その財源とし

ての国県補助金や貸付金の回収等の収入を表したものです。借入による収入と償還によ

る支出との差額であるため、財務活動収支がプラスであれば、借金が増えているといえま

す。 

 

（４）資金収支分析 

資金収支の望ましい流れは、経常的収支で余った資金を公共施設整備などの投資に使

い、更に余った資金を負債の返済に充てることです。 

公共施設整備への投資は、次世代も便益を享受することから、起債（借金）をして負担

を将来世代に一部送ることは、必要な対応であると考えられます。 

しかし、人口減少が進行し、景気の先行きが不透明な昨今の情勢を鑑みると、税収が右

肩上がりで増えていくことは考えにくく、プライマリーバランスの均衡を目標としたい

ところです。 

なお、令和５年度におけるプライマリーバランスは、約26億円の赤字となっています。

全体会計の連結対象団体では、病院事業会計でのマイナス収支が大きく影響して全体の

数字を引き下げています。 

 

※基礎的財政収支（プライマリーバランス） 

＝業務活動収支（支払利息支出を除く）＋投資活動収支（基金積立繰入を除く） 

＝6,295,050千円 ＋（321,278千円）＋ △8,709,196千円 ＋（△555,373千円） 

＝△2,648,241千円 
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４．３．連結会計 

貸借対照表(BS) 連結会計 
  

（単位：千円） 

科目名 金額 構成比 科目名 金額 構成比 

【資産の部】     【負債の部】 

  

  固定資産 269,621,545 93.40%   固定負債 77,474,000 89.70% 

    有形固定資産 255,817,979 88.70%     地方債 61,468,840 71.20% 

      事業用資産 114,695,115 39.70%     退職手当引当金 7,095,795 8.20% 

        土地 56,831,585 19.70%     その他 8,909,363 10.30% 

        建物 54,134,580 18.80%   流動負債 8,867,380 10.30% 

        工作物 3,493,186 1.20%     １年内償還予定地方債 5,433,345 6.30% 

        その他 35,039 0.00%     未払金 1,474,412 1.70% 

        建設仮勘定 200,725 0.10%     前受金 0 0.00% 

      インフラ資産 135,749,722 47.00%     賞与等引当金 963,225 1.10% 

        土地 41,343,364 14.30%     預り金 756,609 0.90% 

        建物 920,490 0.30%     その他 239,789 0.30% 

        工作物 88,987,873 30.80% 負債合計 86,341,380 100.00% 

        その他 1423659 0.005 【純資産の部】   

        建設仮勘定 3,074,336 1.10%   固定資産等形成分 276,013,503 - 

      物品 5,373,142 1.90%   余剰分（不足分） △73,813,119 - 

    無形固定資産 2,083,185 0.70%    

    投資その他の資産 11,720,381 4.10%    

  流動資産 18,920,218 6.60%    

    現金預金 8,257,051 2.90%    

    未収金 2,850,547 1.00%    

  短期貸付金 0 0.00%    

    基金 6,391,957 2.20%     

    棚卸資産 1,401,458 0.50%     

    その他 35,668 0.00%     

    徴収不能引当金 △ 16,463 0.00%     

  繰延資産 0 0.00% 純資産合計 202,200,384 70.10% 

資産合計 288,541,763 100.00% 負債及び純資産合計 288,541,764 100.00% 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 
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（１）資産の部 

①固定資産 

島田市の連結会計における資産の合計は2,885億円で、その内訳の多くは固定資産の

2,696億円で構成されています。（住民一人あたり資産総額 約303万円） 

また、固定資産のうち、事業用資産が1,147億円、インフラ資産が1,357億円で大部分

を占めています。 

 

  

 

連結会計は、インフラ資産において企業団の水道関連施設を含む関係で、固定資産の

数値が、全体会計の数値よりも約36億円大きくなっています。 

 

②流動資産 

流動資産は189億円で、その内訳は現金預金の83億円、基金の64億円、未収金の28億

円で大部分を占めています。 

 

（２）負債の部 

①固定負債 

負債総額のうち、固定負債が775億円を占めており、その内訳の多くは地方債の615億

円で大部分を占めています。 

②流動負債 

流動負債87億円のうち、１年内償還予定地方債が54億円、未払金が14億円で大部分を

占めています。 

（住民一人あたり負債総額 約91万円） 

 

事業用資産

1147億円

42.6%

インフラ資産

1357億円

50.4%

物品

53億円

2.0%

無形固定資産

20億円

0.7%

投資その他の資産

117億円

4.3%
固定資産内訳

固定資産

2,696億円



33 

 

（３）現状分析 

 ①純資産比率 

世代間の公平性を示す純資産比率は70.10％となっており、この比率が高いほど、こ

れまでの世代及び現役世代で負担したことになり、将来世代への先送りが少ないといえ

ます。 

 

※純資産比率＝純資産／資産合計 

 

②資産老朽化比率 

 連結会計においては、連結対象団体の中で、大井川広域水道企業団のようにインフラ

資産を保有する連結先や、後期高齢者医療広域連合のように事務処理に特化し、ほとん

ど有形固定資産を持たない連結先があります。 

 連結会計において、取得価格に対して減価償却累計額が占める割合を示した資産老朽

化比率は61.00％となり、一般会計等での比率の持ち直しも影響してか比率の増加幅は

微増となっています。 

 連結対象団体別に見た場合、二つの水道企業団の保有資産が大きな割合を占めていま

すが、その二団体の比率は当年度も50％台となっています。 

 

※資産老朽化比率（有形固定資産減価償却率） 

＝減価償却累計額／償却資産取得価額 
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行政コスト計算書(PL) 連結会計 
 

（単位：千円） 

科目名 金額 

  経常費用 82,995,342 

    業務費用 42,530,663 

      人件費 14,507,022 

        職員給与費 11,848,901 

        賞与等引当金繰入額 961,883 

        退職手当引当金繰入額 584,092 

        その他 1,112,145 

      物件費等 26,367,683 

        物件費 15,985,609 

        維持補修費 855,153 

        減価償却費 9,396,090 

        その他 130,831 

      その他の業務費用 1,655,958 

        支払利息 326,322 

        徴収不能引当金繰入額 41,503 

        その他 1,288,133 

    移転費用 40,464,679 

      補助金等 19,589,021 

      社会保障給付 20,818,188 

      その他 57,470 

  経常収益 17,263,627 

純経常行政コスト 65,731,715 

  臨時損失 354,702 

    災害復旧事業費 206,222 

    資産除売却損 73,842 

  その他 74,637 

  臨時利益 19,520 

純行政コスト 66,066,897 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 
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（１）業務費用 

人件費のうち職員給与費は、市の職員給与、福利厚生費などのコストで、議員報酬や講

演会の講師謝礼、各組織の委員報酬などはその他に含まれます。退職手当引当金繰入額は、

退職手当が一定の期間にわたり労働を提供したことなどの事由に基づき支払われる対価

（通常勤務のコスト）と考えて、毎年度必要な額（発生した費用）を引き当てます。一方、

実際の退職金の支払いは、この引当金から支払われたと考えて、新たな費用は発生させま

せん。 

物件費は、委託料や消耗品費といった消費的性質の費用です。維持補修費と減価償却費

は、固定資産に関する費用です。維持補修費は、固定資産が目的とした機能を果たしてい

けるように行った修繕の費用です。減価償却費は、一括で購入した固定資産の費用（取得

原価）を、耐用年数に応じて各期に配分したものです。 

  その他の業務費用は、主に地方債の利子です。 

 

（２）移転費用 

補助金等は、市が直接サービスを行う費用でなく、市の外部の事業への負担金など、市

を通じて各所へ移転した金額です。社会保障給付は、法令で定められているものであり、

財源には国庫支出金などが充てられています。 

 

（３）経常収益 

経常収益は、主に施設の使用料や各種手続きの手数料などの収入です。 

 

（４）臨時損失、臨時利益 

臨時損失及び臨時利益は、資産の売却損益など、経常的ではない臨時の損益を表します。 

 

（５）住民一人あたりコスト（連結会計） 

住民一人あたり業務費用 447千円 

住民一人あたり人件費 152千円 

住民一人あたり物件費等 277千円 

住民一人あたりその他の業務費用 17千円 

住民一人あたり移転費用 425千円 

住民一人あたり補助金等 206千円 

住民一人あたり社会保障給付 219千円 

住民一人あたり純経常行政コスト 690千円 

住民一人あたり純行政コスト 694千円 
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 （６）コスト分析 

経常費用は、市が直接的にサービスを提供するためのコストと、間接的に住民サービス

を提供するためのコストに分類されます。 

経常費用の内訳を見ますと、当年度は物件費等が31.8％、次いで社会保障給付が25.1％、

次に補助金等の23.6％になります。 

 連結会計では、後期高齢者医療広域連合と土地開発公社の動きが影響を与えるものと

なっています。 

 

  

 

 広域連合の移転費用の増額や、土地開発公社で土地の売買があった年度の動きで増減

幅が大きい場合がある為、増減確認のポイントとなっています。 

 

 

 

 

 

  

人件費

145億円
17.5%

物件費等

264億円
31.8%

その他の業務費用

17億円
2.0%

補助金等

196億円
23.6%

社会保障給付

208億円
25.1%

その他の移転費用

1億円
0.1%

経常費用 

830 億円 

経常費用内訳 
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純資産変動計算書(NW)  連結会計 
 

（単位：千円） 

科目名 合計 
固定資産等 

形成分 

余剰分 

(不足分) 

他団体 

出資等分 

前年度末純資産残高 204,162,615 275,375,486 △71,212,871 - 

  純行政コスト（△） △66,066,896  △66,066,896 - 

  財源 64,109,847  64,109,847 - 

    税収等 38,526,378  38,526,378 - 

    国県等補助金 25,583,469  25,583,469 - 

  本年度差額 △ 1,957,048  △ 1,957,048 - 

  固定資産等の変動 

（内部変動） - 

 

650,288 

 

△ 650,288 - 

    有形固定資産等の増加 -  10,980,984 △10,980,984 - 

    有形固定資産等の減少 -  △ 9,710,623 9,710,623 - 

    貸付金・基金等の増加 -  2,883,678 △ 2,883,678 - 

    貸付金・基金等の減少 -  △ 3,503,752 3,503,752 - 

  資産評価差額 3,949 3,949  - 

 無償所管換等 △ 4,148 △ 4,148  - 

比例連結割合変更に伴う

差額 

 

△ 10,353 

 

△ 12,071 

 

1,718 - 

  その他 5,369 -  5,369 - 

  本年度純資産変動額 △ 1,962,231 638,017 △ 2,600,248 - 

本年度末純資産残高 202,200,384 276,013,503 △73,813,119 - 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳（95,218人）を基にしています。 

 

純資産変動計算書は、財政状態のフローを純資産（正味資産）の変動の視点から見たもの

です。純資産を増加させる主な要因は税収や国県からの補助金で、減少させる主な要因は純

行政コストです。 

令和５年度において連結会計の対象団体では、本年度差額が約0.8億、全体会計よりマイ

ナスとなっています。前年度は、土地開発公社での収益がプラスへ引き上げていましたが、

当年度はその恩恵も無い為、全体的マイナスとなっています。 
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資金収支計算書(CF)  連結会計 （単位：千円） 

科目名 金額 

【業務活動収支】   

  業務支出 73,070,393 

    業務費用支出 32,603,295 

    移転費用支出 40,467,097 

  業務収入 79,723,431 

  臨時支出 277,290 

  臨時収入 0 

業務活動収支 6,375,748 

【投資活動収支】  

  投資活動支出 13,537,390 

    公共施設等整備費支出 11,629,133 

    基金積立金支出 1,829,657 

  投資及び出資金支出 0 

    貸付金支出 78,600 

  その他の支出 0 

  投資活動収入 4,772,867 

投資活動収支 △ 8,764,523 

【財務活動収支】  

  財務活動支出 5,979,956 

  財務活動収入 6,301,431 

財務活動収支 321,475 

本年度資金収支額 △ 2,067,299 

前年度末資金残高 9,593,596 

比例連結割合変更に伴う差額 △ 2,856 

本年度末資金残高 7,523,441 

※本年度末資金残高には、歳計外現金は含まれていません。 

※記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※科目の内訳を一部省略しています。 

※指標に用いる人口は、令和６年３月 31 日の住民基本台帳（95,218 人）を基にしています。 
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（１）業務活動収支 

市において、経常的に行われる行政活動から発生した支出及び収入を表したものです。 

資産の形成に関係がなく、行政コストや純資産変動計算書では支出と考えられた資産

の目減り分（減価償却費）は、現金の流出を伴っていないため含まれません。このため、

業務活動収支は、多くの場合はプラスになります。 

 

（２）投資活動収支 

固定資産の取得等に係る支出と、その財源の収入を表したものです。固定資産形成に充

当された補助金収入や資産売却収入と、固定資産形成のための支出との差額であるため、

多くの場合はマイナスになります。 

 

（３）財務活動収支 

他会計や民間等への出資や貸付け、あるいは地方債の償還などの支出と、その財源とし

ての国県補助金や貸付金の回収等の収入を表したものです。借入による収入と償還によ

る支出との差額であるため、財務活動収支がプラスであれば、借金が増えているといえま

す。 

 

（４）資金収支分析 

資金収支の望ましい流れは、経常的収支で余った資金を公共施設整備などの投資に使

い、更に余った資金を負債の返済に充てることです。 

公共施設整備への投資は、次世代も便益を享受することから、起債（借金）をして負担

を将来世代に一部送ることは、必要な対応であると考えられます。 

しかし、人口減少が進行し、景気の先行きが不透明な昨今の情勢を鑑みると、税収が右

肩上がりで増えていくことは考えにくく、プライマリーバランスの均衡を目標としたい

ところです。 

なお、令和５年度におけるプライマリーバランスは、約26億円のマイナスとなっていま

す。基本的には全体会計でのマイナスを受けての数字になっています。連結会計先７団体

では、約0.3億円のプラスとなっていました。 

 

※基礎的財政収支（プライマリーバランス） 

＝業務活動収支（支払利息支出を除く）＋投資活動収支（基金積立繰入を除く） 

＝6,375,748千円 ＋（326,322千円）＋ △8,764,523千円 ＋（△555,814千円） 

＝2,618,267千円 

 


